
年度
目標

実績(③)

進捗率
（※）

　 （※）（実績－現状）／（目標－現状）　（（③-①）/（②-①））

◆H29年度

◆H30年度

◆R1年度

◆R2年度

基本目標 Ⅰ　犯罪やトラブルを未然に防止するとともに、被害者が切れ目のない支援を受けることができる仕組みづくり

群馬県生活安心いきいきプラン進捗管理シート（個票）

担当課 消費生活課
 関連個別
 基本計画等

群馬県消費者基本計画

事業概要
・健全な消費生活を脅かす事態が発生（悪質商法、多重債務者問題）している。
・消費生活センターの機能強化、被害防止・見守り体制の強化等に取り組む。

結果を示す指標 単位 現状（①） 目標(②) 区分 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
（H28実績を評価） （H29実績を評価） （H30実績を評価） （R1実績を評価）

消費者トラブルに遭った
人の割合

％
24.2% 10.0%

14.1%

（Ｈ23年度） （Ｈ３０年度）

12.0% 10.0% 10.0%

21.6% 11.4% 8.6%

18.3% 90.1% 109.9%

H28年度
事業結果

　苦情相談に的確に対応するとともに、被害の未然防止のため、迅速な情報提供や啓発活動を行った。また、悪質な事業者
への指導や高齢者の被害防止対策に取り組んだ。
　・平成２９年度県政県民意識アンケート　消費者トラブルに遭った人の割合　２１．６％

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H29年度
事業結果

　苦情相談に的確に対応するとともに、被害の未然防止のため、迅速な情報提供や啓発活動を行った。また、悪質な事業者
への指導や高齢者の被害防止対策に取り組んだ。
　・平成３０年度県政県民意識アンケート　消費者トラブルに遭った人の割合　１１．４％

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H30年度
事業結果

　苦情相談に的確に対応するとともに、被害の未然防止のため、迅速な情報提供や啓発活動を行った。また、悪質な事業者
への指導や高齢者の被害防止対策に取り組んだ。
　各取り組みを地道に行うことで、消費者トラブルを未然に防ぐことができ、目標達成に至ったと考える。
　・令和元年度県政県民意識アンケート　消費者トラブルに遭った人の割合　８．６％

進　 捗
評　 価

Ａ
（目標達成）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

R１年度
事業結果

進　 捗
評　 価

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）



年度
目標

実績(③)

進捗率
（※）

※累計値 　 （※）（実績－現状）／（目標－現状）　（（③-①）/（②-①））

◆H29年度

◆H30年度

◆R1年度

◆R2年度

基本目標 Ⅰ　犯罪やトラブルを未然に防止するとともに、被害者が切れ目のない支援を受けることができる仕組みづくり

群馬県生活安心いきいきプラン進捗管理シート（個票）

担当課 消費生活課
 関連個別
 基本計画等

群馬県犯罪防止推進条例
群馬県消費者基本計画

事業概要
・振り込め詐欺等の認知件数は増加傾向、子どもや女性への声かけ事案は依然多い。
・特殊詐欺被害防止対策や子ども・女性の安全確保対策等に取り組む。

結果を示す指標 単位 現状（①） 目標(②) 区分 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
（H28実績を評価） （H29実績を評価） （H30実績を評価） （R1実績を評価）

振り込め詐欺等根絶サ
ポーターの人数

人
0 2,000

－

（Ｈ28年度） （Ｒ１年度）

－ － 2,000

1,029 2,137 3,176

51.5% 106.9% 158.8%

H28年度
事業結果

　県民の自主防犯意識の向上等を図るため、防犯出前講座や県民防犯の日普及啓発事業等を実施した。また、振り込め詐
欺等根絶サポーターの養成により、地域や家族の見守り体制づくりを進めた。
　・振り込め詐欺等根絶サポーター養成講座 開催回数　１９回
　・振り込め詐欺等根絶サポーター養成講座 受講者数　１，０２９人

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H29年度
事業結果

　県民の自主防犯意識の向上等を図るため、防犯出前講座や県民防犯の日普及啓発事業等を実施した。また、振り込め詐
欺等根絶サポーターの養成により、地域や家族の見守り体制づくりを進め、目標の2，０００人を達成した。
　・振り込め詐欺等根絶サポーター養成講座 開催回数　２６回
　・振り込め詐欺等根絶サポーター養成講座 受講者数　１，１０８人

進　 捗
評　 価

Ａ
（目標達成）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H30年度
事業結果

　県民の自主防犯意識の向上等を図るため、防犯出前講座や県民防犯の日普及啓発事業等を実施した。
　また、振り込め詐欺等根絶サポーターの養成により、地域や家族の見守り体制づくりを進めた。
　目標達成後の本年度においても、1,000人超のサポーターを養成した。
　・振り込め詐欺等根絶サポーター養成講座 開催回数　２３回
　・振り込め詐欺等根絶サポーター養成講座 受講者数　１，０３９人

進　 捗
評　 価

Ａ
（目標達成）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

R１年度
事業結果

進　 捗
評　 価

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

開始開始開始開始



年度
目標

実績(③)

進捗率
（※）

　 （※）（実績－現状）／（目標－現状）　（（③-①）/（②-①））

◆H29年度

◆H30年度

◆R1年度

◆R2年度

R１年度
事業結果

進　 捗
評　 価

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

令和元年度に調査を実施し、現在、｢犯罪被害者等のための相談窓口を知っている人の割
合｣を集計中

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H30年度
事業結果

・第３次群馬県犯罪被害者等基本計画に基づき、５つの重点課題における２８の具体的な取組を行い、計画の進捗状況及び取組に対する
評価について、群馬県犯罪被害者等支援連絡協議会及び同推進会議を開催し報告を行った。
・犯罪被害者等のための相談窓口を知っている人の割合を高めるため、相談窓口の情報について、県ホームページや新聞への掲載、周知
用リーフレットやカードの配布、関係機関向けのハンドブックの作成など、広く県民向けに相談窓口の周知を行った。

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

平成31年度に調査を実施し、｢犯罪被害者等のための相談窓口を知っている人の割合｣を把
握する予定

進　 捗
評　 価 その他

進　 捗
評　 価 その他

H29年度
事業結果

・第３次群馬県犯罪被害者等基本計画に基づき、５つの重点課題における２８の具体的な取組を行い、計画の進捗状況及び取組に対する
評価について、群馬県犯罪被害者等支援連絡協議会及び同推進会議を開催し報告を行った。
・犯罪被害者等のための相談窓口を知っている人の割合を高めるため、相談窓口の情報について、県ホームページや新聞への掲載、周知
用リーフレットやカードの配布、関係機関向けのハンドブックの作成など、広く県民向けに相談窓口の周知を行った。

進　 捗
評　 価 その他

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

平成31年度に調査を実施し、｢犯罪被害者等のための相談窓口を知っている人の割合｣を把
握する予定

H28年度
事業結果

・第３次群馬県犯罪被害者等基本計画に基づき、５つの重点課題における２８の具体的な取組を行い、計画の進捗状況及び取組に対する
評価について、群馬県犯罪被害者等支援連絡協議会及び同推進会議を開催し報告を行った。
・犯罪被害者等のための相談窓口を知っている人の割合を高めるため、相談窓口の情報について、県ホームページや新聞への掲載、周知
用リーフレットやカードの配布、関係機関向けのハンドブックの作成など、広く県民向けに相談窓口の周知を行った。

－ － －

犯罪被害者等のための
相談窓口を知っている
人の割合

％
－ 100.0%

（Ｒ１年度）

－ － －

100.0%

（H30実績を評価） （R1実績を評価）

－ －－

事業概要
・重要犯罪認知件数は年間100件を超えている。
・群馬県性暴力被害者サポートセンターの相談・支援体制の充実強化、被害者等の自立・社会復帰の促進に取り組む。

結果を示す指標 単位 現状（①） 目標(②) 区分 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
（H28実績を評価） （H29実績を評価）

基本目標 Ⅰ　犯罪やトラブルを未然に防止するとともに、被害者が切れ目のない支援を受けることができる仕組みづくり

群馬県生活安心いきいきプラン進捗管理シート（個票）

担当課 県民生活課　人権男女共同参画室
 関連個別
 基本計画等

群馬県犯罪被害者等基本計画



年度
目標

実績(③)

進捗率
（※）

　 （※）（実績－現状）／（目標－現状）　（（③-①）/（②-①））

◆H29年度

◆H30年度

◆R1年度

◆R2年度

R１年度
事業結果

進　 捗
評　 価

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

令和元年度に調査を実施し、｢男女共同参画社会の認知度｣を集計中

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H30年度
事業結果

・女性の活躍推進事業やぐんま男女共同参画センター事業等を通じて、男女共同参画社会の理念の普及啓発を実施した。
・審議会等委員の候補者となり得る女性の人材情報を集めた「女性人材データバンク」を改選を迎える審議会所管課等へ提供し、女性委員
の登用促進を図った。
・地域における男女共同参画推進のため、市町村に対し男女共同参画基本計画の策定を働きかけた。

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

平成31年度に調査を実施し、｢男女共同参画社会の認知度｣を把握する予定

進　 捗
評　 価 その他

進　 捗
評　 価 その他

H29年度
事業結果

・女性の活躍推進事業やぐんま男女共同参画センター事業等を通じて、男女共同参画社会の理念の普及啓発を実施した。
・審議会等委員の候補者となり得る女性の人材情報を集めた「女性人材データバンク」を改選を迎える審議会所管課等へ提供し、女性委員
の登用促進を図った。
・地域における男女共同参画推進のため、市町村に対し男女共同参画基本計画の策定を働きかけた。

進　 捗
評　 価 その他

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

平成31年度に調査を実施し、｢男女共同参画社会の認知度｣を把握する予定

H28年度
事業結果

・女性の活躍推進事業やぐんま男女共同参画センター事業等を通じて、男女共同参画社会の理念の普及啓発を実施した。
・審議会等委員の候補者となり得る女性の人材情報を集めた「女性人材データバンク」を更新し、庁内や市町村に提供した。
・地域における男女共同参画推進のため、市町村に対し男女共同参画基本計画の策定を働きかけた。

－ － －

男女共同参画社会の認
知度

％
41.3% 100.0%

（Ｈ26年度） （Ｒ１年度）

－ － －

100.0%

（H30実績を評価） （R1実績を評価）

－ －－

事業概要
・現状では、男女共同参画社会の理念が十分に浸透していない。（男女共同参画に関する県民意識調査）
・男性の視点も含めた男女共同参画社会づくり、政策・方針決定過程への女性の参画拡大等に取り組む。

結果を示す指標 単位 現状（①） 目標(②) 区分 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
（H28実績を評価） （H29実績を評価）

基本目標 Ⅱ　性別や国籍等に関わらず、一人ひとりが尊重され、個性と能力を十分に発揮できる社会づくり

群馬県生活安心いきいきプラン進捗管理シート（個票）

担当課 県民生活課　人権男女共同参画室
 関連個別
 基本計画等

群馬県男女共同参画基本計画



年度
目標

実績(③)

進捗率
（※）

　 （※）（実績－現状）／（目標－現状）　（（③-①）/（②-①））

◆H29年度

◆H30年度

◆R1年度

◆R2年度

R１年度
事業結果

進　 捗
評　 価

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H30年度
事業結果

・女性が持てる能力を発揮し、希望に応じあらゆる分野で活躍できる社会の実現に向けて、女性の活躍を地域ぐるみで応援するという趣旨
に賛同する311の企業・団体が「ぐんま女性活躍大応援団」に登録し、女性活躍推進のメッセージを発信することで、女性活躍の機運醸成に
貢献した。
・地域ぐるみで女性活躍の応援の輪を広げ、あらゆる分野で女性が活躍する機運の醸成を目指して「ぐんま女性活躍推進講演会」を開催
し、188名が参加した。

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

H29年度
事業結果

・女性が持てる能力を発揮し、希望に応じあらゆる分野で活躍できる社会の実現に向けて、女性の活躍を地域ぐるみで応援するという趣旨
に賛同する２6０の企業・団体が「ぐんま女性活躍大応援団」に登録し、女性活躍推進のメッセージを発信することで、女性活躍の機運醸成
に貢献した。
・地域ぐるみで女性活躍の応援の輪を広げ、あらゆる分野で女性が活躍する機運の醸成を目指して「ぐんま女性活躍推進フォーラム」を開
催し、163名が参加した。

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H28年度
事業結果

・女性が持てる能力を発揮し、希望に応じあらゆる分野で活躍できる社会の実現に向けて、女性の活躍を地域ぐるみで応援するという趣旨
に賛同する２３０の企業・団体が「ぐんま女性活躍大応援団」に登録し、女性活躍推進のメッセージを発信することで、女性活躍の機運醸成
に貢献した。
・地域ぐるみで女性活躍の応援の輪を広げ、あらゆる分野で女性が活躍する機運の醸成を目指して「ぐんま女性活躍推進フォーラム」を開
催し、２７０名が参加した。

15.3% 17.3% 20.7%

「ぐんま女性活躍大応援
団」登録団体数

団体
0.0 1,500

（Ｈ27年度） （Ｒ１年度）

230 260 311

1,500

（H30実績を評価） （R1実績を評価）

850 1,175525

事業概要
・女性の力を最大限に発揮できるようにすることが社会全体の活力に繋がる。
・女性活躍推進の機運醸成、地域ぐるみの女性応援、女性のネットワーク構築の支援等に取り組む。

結果を示す指標 単位 現状（①） 目標(②) 区分 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
（H28実績を評価） （H29実績を評価）

基本目標 Ⅱ　性別や国籍等に関わらず、一人ひとりが尊重され、個性と能力を十分に発揮できる社会づくり

群馬県生活安心いきいきプラン進捗管理シート（個票）

担当課 県民生活課　人権男女共同参画室
 関連個別
 基本計画等

群馬県男女共同参画基本計画

開始



年度
目標

実績(③)

進捗率
（※）

　 （※）（実績－現状）／（目標－現状）　（（③-①）/（②-①））

◆H29年度

◆H30年度

◆R1年度

◆R2年度

H30年度
事業結果

・平成30年度は多文化共生推進士が４つのグループを作り「みんなでつくる多文化の集い～外国人住民が安心して暮らせる情報
提供と情報発信する場～」「外国人住民の人権について～身近な外国人住民との関わり方を考える～」「群馬在住外国人と連
携、地域観光商品を世界へ売り込む～グローバルビジネス台湾編～」「外国にルーツを持つ児童のキャリア教育を考えるための
実態調査～散在地域の児童・ブラジル人学校の児童・日本人の児童～」について、関係団体と協働で活動した。
・個別の活動としては、それぞれの推進士が、地域や職場などで引き続き多文化共生の社会づくりに取り組んでいる。

進　 捗
評　 価

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

進　 捗
評　 価

Ａ
（目標達成）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

R１年度
事業結果

H29年度
事業結果

・平成29年度は多文化共生推進士が５つのグループを作り「多文化地域交流」「留学生インターンシップによる多文化共生職場
づくり」「外国にルーツをもつ児童へのキャリア教育を考えるための実態調査」「多言語化WEBサイト・インバウンド集客セミ
ナー」「国際交流サロンづくりの為の在住外国人意識調査」について、関係団体と協働で活動した。
・個別の活動としては、それぞれの推進士が、地域や職場などで引き続き多文化共生の社会づくりに取り組んでいる。

進　 捗
評　 価

Ａ
（目標達成）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

（Ｒ１年度） 100.0% 109.5% 119.0%

進　 捗
評　 価

Ａ
（目標達成）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H28年度
事業結果

・平成２８年度は多文化共生推進士が３つのグループを作り「外国人児童生徒への漢字教育」「外国人が様々な情報を得るた
めのサロンづくり」「県内中小企業での外国人材活用研究」について、関係団体と協働で活動した。
・個別の活動としては、それぞれの推進士が自身の取組を継続したり、新たな取組を始めるなど、各地域や職場などにおい
て、多文化共生の社会づくりを推進している。

多文化共生推進士による
多文化共生理解促進の
ための取組事業数

件
17 38

（Ｈ26年度）

30 34 38

38 40 42

26

事業概要
・東毛地域を中心に外国人の定住化が進み、言葉や文化・習慣の違いにより、地域社会との摩擦が生じている。
・多文化共生推進士の活用、日本語教育の推進、在住外国人の活躍による地域活性化等に取り組む。

結果を示す指標 単位 現状（①） 目標(②) 区分 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
（H28実績を評価） （H29実績を評価） （H30実績を評価） （R1実績を評価）

基本目標 Ⅱ　性別や国籍等に関わらず、一人ひとりが尊重され、個性と能力を十分に発揮できる社会づくり

群馬県生活安心いきいきプラン進捗管理シート（個票）

担当課 外国人活躍推進課
 関連個別
 基本計画等

群馬県多文化共生推進指針



年度
目標

実績(③)

進捗率
（※）

（※）（実績－現状）／（目標－現状）　(（③-①）/（②-①））

◆H29年度

◆H30年度

◆R1年度

◆R2年度

R１年度
事業結果

進　 捗
評　 価

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H30年度
事業結果

　ＮＰＯ法人の認証や認定を通じ、法人の適切な運営を支援した。また、ＮＰＯ・ボランティアサロンぐんまでは、法人向けの
相談や研修を行い、法人の円滑な運営による市民からの信頼獲得を支援した。県と同サロンとの協働によりＮＰＯと企業の
協働の機運醸成に向けた事業を実施した。
  ・平成30年度中のNPO法人認証数　22件（平成30年度末の法人数は840件）

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H29年度
事業結果

　ＮＰＯ法人の認証や認定を通じ、法人の適切な運営を支援した。また、ＮＰＯ・ボランティアサロンぐんまでは、法人向けの
相談や研修を行い、法人の円滑な運営による市民からの信頼獲得を支援した。県と同サロンとの協働によりＮＰＯと企業の
協働の機運醸成に向けた事業を開催した。
  ・平成29年度中のNPO法人認証数　34件（平成29年度末の法人数は871件）

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H28年度
事業結果

　ＮＰＯ法人の認証や認定を適切に実施するとともに、各種情報提供や相談、ＮＰＯ・ボランティアサロンぐんまの運営等を通
じて、県民の自主的な社会貢献活動を後押しした。
  ・平成28年度中のNPO法人認証数　48件（平成28年度末の法人数は870件）

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

30.0% 30.7% 10.0%

915 945 975

870 871 840ＮＰＯ法人認証数 法人
825 975

885

（Ｈ26年度） （Ｒ１年度）

事業概要
・様々な課題の解決のために、地域の担い手となる様々な主体がそれぞれの強みを発揮し、ともに支え合い、ともに助け合う
ことが必要である。
・ＮＰＯとの協働の推進、ボランティア人材の確保、災害時の体制づくり等に取り組む。

結果を示す指標 単位 現状（①） 目標(②) 区分 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
（H28実績を評価） （H29実績を評価） （H30実績を評価） （R1実績を評価）

基本目標 Ⅲ　地域の課題の解決に向け、誰もが自主的に支え合う活力ある社会づくり

群馬県生活安心いきいきプラン進捗管理シート（個票）

担当課 県民生活課
 関連個別
 基本計画等

ＮＰＯと行政との協働に関する指針



年度
目標

実績(③)

進捗率
（※）

（※）（実績－現状）／（目標－現状）　(（③-①）/（②-①））

◆H29年度

◆H30年度

◆R1年度

◆R2年度

R１年度
事業結果

進　 捗
評　 価

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H30年度
事業結果

　ＮＰＯ・ボランティアサロンぐんまを通して、市町村の市民活動支援センターのスタッフの情報交換会を開催した。また「協働
による地域づくりシンポジウム」を開催し、「協働による地域づくりに関する指針」の説明を行ったほか、「社会課題を解決する
協働セミナー」を開催し、市民活動支援センターのスタッフにも参加を募ることで、スタッフのスキルアップと協働への理解の
深化を支援した。
 　・平成31年３月末日現在の市民活動支援センター登録団体数　1,855団体

進　 捗
評　 価

Ａ
（目標達成）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H29年度
事業結果

　ＮＰＯ・ボランティアサロンぐんまを通して、市町村の市民活動支援センターのスタッフの情報交換会を開催したほか、ＮＰＯ
と企業の協働の機運醸成に向けた事業を開催し、市民活動支援センターのスタッフにも参加を募ることで、スタッフのスキル
アップと協働への理解の深化を支援した。
 　・平成30年３月末日現在の市民活動支援センター登録団体数　1,845団体

進　 捗
評　 価

Ａ
（目標達成）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H28年度
事業結果

　ＮＰＯ・ボランティアサロンぐんまを通して、市町村の市民活動支援センターのスタッフの情報交換会とセミナーを開催し、ス
タッフのスキルアップに対する支援を行った。
   ・平成29年３月末日現在の市民活動支援センター登録団体数　1,728団体

進　 捗
評　 価

Ａ
（目標達成）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

126.8% 167.0% 170.4%

1,505 1,577 1,650

1,728 1,845 1,855
市民活動支援センター登
録団体数

団体
1,359 1,650

1,432

（Ｈ27年度） （Ｒ１年度）

事業概要
・様々な課題の解決のために、地域の担い手となる様々な主体がそれぞれの強みを発揮し、ともに支え合い、ともに助け合う
ことが必要である。
・ＮＰＯとの協働の推進、ボランティア人材の確保、災害時の体制づくり等に取り組む。

結果を示す指標 単位 現状（①） 目標(②) 区分 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
（H28実績を評価） （H29実績を評価） （H30実績を評価） （R1実績を評価）

基本目標 Ⅲ　地域の課題の解決に向け、誰もが自主的に支え合う活力ある社会づくり

群馬県生活安心いきいきプラン進捗管理シート（個票）

担当課 県民生活課
 関連個別
 基本計画等

ＮＰＯと行政との協働に関する指針



年度
目標

実績(③)

進捗率
（※）

　 （※）（実績－現状）／（目標－現状）　（（③-①）/（②-①））

◆H29年度

◆H30年度

◆R1年度

◆R2年度

基本目標 Ⅳ　県民に信頼される県政の基盤づくり

群馬県生活安心いきいきプラン進捗管理シート（個票）

担当課 県民センター
 関連個別
 基本計画等

群馬県情報公開条例

事業概要
・公文書の開示や県の方針・計画についての積極的な情報発信を通じて、県民への説明責任を果たす。
・公文書提供制度等を通じて、情報公開に積極的に取り組む。

結果を示す指標 単位 現状（①） 目標(②) 区分 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
（H28実績を評価） （H29実績を評価） （H30実績を評価） （R1実績を評価）

公文書提供制度の対象
となる公文書数

文書
98 110

103

（Ｈ26年度） （Ｒ１年度）

106 108 110

100 107 103

16.7% 75.0% 41.7%

H28年度
事業結果

・長期計画や基本計画の内容、主要な事業等について、情報の公表を継続して実施した。
・公文書開示請求制度の請求件数は1,621件、公文書提供制度の申出件数は3,336件となり、いずれもこれまでで最多と
なった。

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H29年度
事業結果

・長期計画や基本計画の内容、主要な事業等について、情報の公表を継続して実施した。
・公文書開示請求制度の請求件数は1,662件、公文書提供制度の申出件数は4,174件となり、いずれもこれまでで最多と
なった。

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H30年度
事業結果

・長期計画や基本計画の内容、主要な事業等について、情報の公表を継続して実施した。
・公文書開示請求制度の請求件数は1,598件、公文書提供制度の申出件数は3,873件であり、いずれも前年度より若干減
少した。

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

R１年度
事業結果

進　 捗
評　 価

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）



年度
目標

実績(③)

進捗率
（※）

　 （※）（実績－現状）／（目標－現状）　（（③-①）/（②-①））

◆H29年度

◆H30年度

◆R1年度

◆R2年度

基本目標 Ⅳ　県民に信頼される県政の基盤づくり

群馬県生活安心いきいきプラン進捗管理シート（個票）

担当課 県民センター
 関連個別
 基本計画等

群馬県個人情報保護条例

事業概要
・個人情報を適切に取扱い、バランスの取れた保護と利活用を推進する。
・職員の知識と意識の向上等に取り組む。

結果を示す指標 単位 現状（①） 目標(②) 区分 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
（H28実績を評価） （H29実績を評価） （H30実績を評価） （R1実績を評価）

個人情報保護研修会実
施回数

回
16 24

20

（Ｈ26年度） （Ｒ１年度）

21 23 24

23 24 18

87.5% 100.0% 25.0%

H28年度
事業結果

　職員の知識と意識の向上のため、職員を対象とした個人情報保護に係る講座を１８回、県民を対象とした出前講座を５回
行った。また、マイナンバーを含む個人情報（特定個人情報）について、事務担当者に対する研修や管理状況に係る監査を
行い、適正な取扱いを図った。
　・個人情報保護研修会実施回数　２３回（職員向け１８回、県民向け５回）

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H29年度
事業結果

  職員の知識と意識の向上のため、職員を対象とした個人情報保護に係る講座を１８回、県民を対象とした出前講座を６回
行ったことで目標を達成した。また、マイナンバーを含む個人情報（特定個人情報）について、事務担当者に対する研修や
管理状況に係る監査を行い、適正な取扱いを図った。
　・個人情報保護研修会実施回数　２４回（職員向け１８回、県民向け６回）

進　 捗
評　 価

Ａ
（目標達成）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

H30年度
事業結果

　職員の知識と意識の向上のため、職員を対象とした個人情報保護に係る講座を１８回行った。また、マイナンバーを含む個
人情報（特定個人情報）について、事務担当者に対する研修や管理状況に係る監査を行い、適正な取扱いを図った。
  なお、個人情報保護制度が定着してきたことにより、県民を対象とした出前講座の実施回数が伸びず、評価が「前進」と
なった。
　・個人情報保護研修会実施回数　１８回（職員向け１８回）

進　 捗
評　 価

Ｂ
（前進）

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）

R１年度
事業結果

進　 捗
評　 価

備　考
（Ｃ、Ｄ、その他
の場合は理由）


